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第２回勉強会における確認事項等

・第２回勉強会 主な質疑・ご意見

・海外における地下空間を活用した河川等整備の一事例

・ヘルシンキ 地下利用マスタープランの概要

・雨水管理に関連した取組事例

（広島市、名古屋市、大阪府寝屋川流域、東大阪市の事例）

資料－１



第２回勉強会 主な質疑・ご意見

１ ： 地下空間利用の実態と計画的位置づけ

○ これまで河川区域の地下利用について、河川管理者の懸念があるため縦断的・連続的に使われていなかったが、海外でも同様

に使われていないのか。

⇒ 今回（第３回）、事務局から説明

● 世界的にみても、浸水リスク低減に向けた地下利用はほとんどなされていないと思われる。今後、地下空間活用を図っていく

のであれば、他事業との兼用施設整備がコスト面から有効である。

● 地下利用は、浅い深度から順次利用され、後から利用する者は深い位置での整備となってしまう。ヘルシンキのマスタープラ

ンのように、誰が、どの地下を、どのように使うか、予め決めておくことも必要ではないか。

２ ： 都市浸水対策における地下空間利用

○ 河川と下水道で連携して取り組む場合、対象とする降雨規模等が異なる部分を調整するための考え方について教えて欲しい。

⇒ 河川と下水道では対象雨量や排水区・流域の大きさが異なるので整合を図るのは難しいが、洪水管理のオペレーション

など運用面での連携を行うことで効果があると思われる。

○ 広島市の事例で、河川と下水道の役割や協力がどのようにされていたのか。

⇒ 今回（第３回）、事務局から説明

○ 名古屋市の事例にある流下貯留型施設について、設計外力を超えて流下した際、リスクが極端に大きくならないような効果が

あると思うがどうか。

⇒ 今回（第３回）、事務局から説明

● 河川と下水道では、洪水管理のオペレーション段階で情報共有などの連携や、予測の高度化を含めないと、地下をいろいろな

主体が組み合わせて使うのが難しいと思われる。

○ 質疑 ● 意見

○ 質疑 ● 意見



海外における地下空間を活用した河川等整備の一事例

河川等の地下空間を活用している整備事例

・ オランダ 運河直下の空間を活用した駐輪場の整備

地下空間を活用した河川等の整備事例

・ スイス シュテレロイス川 地下放水路

・ インドネシア チリウン川 地下放水路

・ メキシコ レメディオス川 地下放水路

・ アメリカ シカゴ川 地下放水路

・ タイ 地下貯留施設

・ ベトナム 地下調節池
※ 上記の事例は文献等により確認できた整備事例の一部です。

シュテレロイス川 地下放水路
（出典 https://www.ur.ch/themen/2786）
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質問 ： これまで河川区域の地下利用について、河川管理者の懸念があるため
縦断的・連続的に使われていなかったが、海外でも同様に使われていな
いのか。

質問回答



ヘルシンキ 地下利用マスタープランの概要

■策定 ： ２０１０年（平成２２年）

■背景 ： 都市構造の過密化に伴い、様々な目的の地下施設が建設。

それらを相互に接続し、一貫した関連する複合体を形成す

る必要性の高まり。

■対象 ： 既存及び将来の地下施設・トンネル

輸送・緊急シェルター・スポーツ等の様々な設備と施設

水・エネルギーの供給、駐車場等

■策定主体 ： ヘルシンキ都市計画委員会

■その他 ： 法的拘束力がある。
4

事例紹介
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ヘルシンキ 地下利用マスタープランの概要

出典：都市開発と連携した地下利用ガイドラインの在り方に関する調査研究（福本大輔・横塚雅実）
地下空間シンポジウム論文・報告集，第28 巻，土木学会【一般投稿論文】

メンテナンストンネル

地下空間またはトンネルの床のおお
よその高さ

技術的メンテナンスのための地下空
間またはトンネルへの現在、特に重
要なアクセス

地域内または地域間の輸送計画の
ニーズ

破線マーキングは、計画されている
鉄道トンネルのおおよその配置と駅
の配置を示しています

鉄道トンネルと主要駅

地下施設の建設に適した岩石資源

設計された地下施設

既存の地下施設

計画された交通トンネルと施設

既存の地下交通トンネルと関連施設

フォームマップ２に表示される領域の
境界

都心、岩場の表面

事例紹介
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ヘルシンキ 地下利用マスタープランの概要

出典：Development for urban underground space in Helsinki（Ilkka Vähäaho）
ScienceDirect Energy Procedia 96 (2016) 824 – 832

将来プロジェクト用
スペース

ポンプ場
（2005）

共同溝
（1990）

下水道
（1986）

倉庫
（1950s）

事例紹介
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出典：雨水管理総合計画策定ガイドライン（案）事例集

第２回勉強会 渋尾委員資料 P24抜粋
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河川部局との合築（広島市）

■ 現状

■ 対策

古川

雨水管渠（新設）
放流
管

■河川と下水道の合築施設として整備することにより、

整備期間及びコストを縮減

雨水 雨水

○ 平成26年８月の集中豪雨により、広範囲に渡る浸水被害が発生

○ 普通河川や流末の農業用水の能力が不足していることから、下水道による対策に

加え、河川による対策を講じなければ浸水被害の解消は困難

○ 新たに整備する雨水管渠を河川＋下水道で合築

○ 河川の流下能力を超える洪水は、新設する雨水管

渠に一時的に貯留し、放流管を経由して、一級河

川古川へ分派させることで、浸水被害を解消
農業用水

分水箇所

雨水管渠流入箇所
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下水道
単独整備

河川
単独整備

下水道・河川
合築整備

計画流量の
58％

計画流量の
42％

計画流量の
100％

雨水貯留管（φ5500）整備における費用分担

質問回答

質問：河川と下水道の役割や協力がどのようにされていたのか。
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出典：雨水管理総合計画策定ガイドライン（案）事例集

第２回勉強会 渋尾委員資料 P18抜粋



■ 現状

■ 対策 ○ 雨水貯留施設（名古屋中央雨水調整池）を新設し、既設

の貯留施設と連結することで広域的な対策が可能

○ さらに、新設する雨水貯留施設は導水管を経由し、新設

するポンプ所から中川運河への連続排水を可能とする流

下貯留型による整備を実施により対策効果を向上

流下貯留型化による雨水貯留施設の有効活用（名古屋市）

接続

接続

雨水貯留施設
（新設）

P
（新設）

雨水貯留施設
（既設)

○ 平成20年8月末に発生した豪雨により、名古屋駅周辺を

含む広範囲に渡る内水被害が発生

○ 既存の雨水貯留施設では連続する降雨には対応できず、

対象地域も限られるため、広域的な対策が必要である

■ 本整備により、1/10降雨に対する浸水被害を解消

■ 連続的な排水が可能となることから、既存施設と比較し、内水被害を軽減 10

質問回答

質問：流下貯留型施設について、設計外力を超えて流下した際、リスクが極端に大きくなら
ないような効果があると思うがどうか。



11出典：雨水管理総合計画策定ガイドライン（案）事例集



河川と下水道整備事業との連携

■ 課題

■ 対策

■増補幹線、地下河川の整備を進め、地下河川の下流部や

流末ポンプ場の完成を待たずに、整備が完了した区間から

貯留施設として供用し、効果を発現。

○ 寝屋川流域はその大部分が低平地であり、流域の３/４が雨水が自然に河川に流

れ込まない低平地

○ 市街化も著しく河川断面の拡幅が困難

○ 既存の下水管の能力不足を補う第二の下水管で

ある「増補幹線」の整備を実施。

○ 「増補幹線」は、公共下水道と地下河川を接続

するもので、下水道の放流先として、地上河川

に加えて「地下河川」を整備し、浸水被害の軽

減を図る。
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増補幹線

地下河川

しろきた

城北立坑（工事中）



13出典：雨水管理総合計画策定ガイドライン（案）事例集



河川と下水道整備事業との連携

■ 現状

■ 対策

○ 寝屋川流域においては下水道の放流先として地上河川に加えて地下河川を整備

○ 地下河川で集水できないエリアでは、流域調節池を整備し、下水道で処理しきれ

ない雨水を一時貯留。

○ そういった箇所のうち、東大阪市において、下水処理場跡地に下水道による貯留

施設を検討していたところ、河川部局でも集水区域内において流域調節池の整備

候補地を検討していたため、それぞれの施設を合築施工することとしたもの。
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○ 寝屋川流域水害対策計画に基づいた役割分担に基づき、

それぞれ必要となる貯留量

（河川：22,000m3、下水：1,500m3）

を合築した宝町雨水貯留施設および調節池を整備。

○ 下水幹線の能力を超過した雨水を貯留。
たからまち

宝町雨水貯留施設および調節池


